
JP 4657708 B2 2011.3.23

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技盤の盤面に取り付けられる台板に、遊技者側から見て所定の開口幅を有する矩形状
の入賞口が前記盤面に対して上下方向に複数段貫通形成された遊技機用入賞装置であって
、
　前記台板には、前記入賞口から入球した遊技球を各段毎に入賞球としてカウントした後
各段毎に集合・排出するための球処理ユニットが、各段の前記入賞口に対応させて積層状
に配置され、
　その各段の球処理ユニットは、
　前記入賞口を開閉して入賞の難易度を変化させる開閉扉と、
　その入賞口から入球して入賞検知された後の遊技球である自段入賞球をそのまま下方に
落下・排出させる第一排出口と、
　自段の球処理ユニットの直上に他の球処理ユニットが位置する場合に、その直上段ユニ
ットの第一排出口から落下・排出された遊技球である直上段入賞球を、前記自段入賞球と
は隔離された状態で、前記直上段ユニットの下方位置で受け止める受け止め部と、
　その受け止め部で受け止められた直上段入賞球を、前記直上段ユニットよりもさらに上
位に他の球処理ユニットが位置する場合に、その上位段ユニットで入賞した遊技球である
上位段入賞球とともに合流させて、前記第一排出口とは異なる位置で落下・排出させる第
二排出口と、
　前記直上段入賞球を前記受け止め部から前記第二排出口へ導く誘導通路と、
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　を備え、
　前記各段の球処理ユニットは、上下に分割形成された一対のケース体を有するとともに
、
　前記第一排出口は下側のケース体のみに形成され、かつ、前記第二排出口は上下のケー
ス体を上下方向に貫通する形態で形成されていることを特徴とする遊技機用入賞装置。
【請求項２】
　前記第二排出口は、平面視で重なり合うように前記各段の球処理ユニットを上下方向に
貫通することにより単一の合流通路を構成し、
　その合流通路を落下する前記上位段入賞球に対し、前記直上段入賞球が前記各段の球処
理ユニットの誘導通路を通り前記第二排出口にて合流する請求項１に記載の遊技機用入賞
装置。
【請求項３】
　前記上下のケース体は重ね合わせにより内部に閉鎖状空間が形成されるとともに、
　前記受け止め部と誘導通路とは前記上側のケース体に形成されている請求項１又は２に
記載の遊技機用入賞装置。
【請求項４】
　前記誘導通路は、前記受け止め部と第二排出口とを結ぶ最短経路を迂回する形態で配置
されている請求項１ないし３のいずれか１項に記載の遊技機用入賞装置。
【請求項５】
　少なくとも上から２段目以降の球処理ユニットに形成される前記第二排出口は、前記誘
導通路との合流位置において、遊技球が２個以上同時に通過可能な形状で上下方向に貫通
形成されている請求項１ないし４のいずれか１項に記載の遊技機用入賞装置。
【請求項６】
　前記各段の球処理ユニットは、前記第一排出口に配置されて前記自段入賞球を検知する
入賞検知手段と、前記開閉扉を開閉させるための駆動源と、その駆動源の駆動力を前記開
閉扉に伝達するための伝動機構と、を備える請求項１ないし５のいずれか１項に記載の遊
技機用入賞装置。
【請求項７】
　前記各段の球処理ユニットに備えられた入賞検知手段及び駆動源と遊技機本体側との間
の信号入出力、並びにその遊技機本体側からそれら入賞検知手段及び駆動源への電力供給
を行なうための中継基板が、前記各段の球処理ユニットの遊技者側とは反対の端部側にお
いて複数の前記球処理ユニットに跨りかつ相互に連結する形態で装着されている請求項６
に記載の遊技機用入賞装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技機用入賞装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　遊技機用入賞装置において、遊技盤の盤面に取り付けられる台板（取付基板）に、遊技
者側から見て所定の開口幅を有する矩形状の入賞口（例えば大入賞口と小入賞口）を盤面
に対して上下方向に複数段貫通形成することが提案されている（特許文献１参照）。
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－１７８９００号公報
【０００４】
　このような入賞装置を遊技盤面上に設置することによって、遊技盤のスペースを節約し
、入賞態様に変化を持たせることができる。ところが、矩形状の入賞口を上下方向に複数
段形成し、これに付随して開閉扉、扉開閉用のソレノイド、入賞球カウント用センサ等を
単に設けるだけでは、カウント後の入賞球を集合・排出するための通路（樋）や排出口の
配置が入賞口毎に異なりかつ複雑化する。したがって、盤面から後方側（遊技者と反対側
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）への突出量が大きくなって小型化を阻害したり、各入賞口に対応したユニット構成を図
る際に共用化を阻害したりする。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の課題は、遊技盤の盤面から後方側への突出量を抑制するとともに、各入賞口に
対応したユニット構成の共用化を可能とすることにより、小型でコンパクトな遊技機用入
賞装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段及び発明の効果】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明の遊技機用入賞装置は、
　遊技盤の盤面に取り付けられる台板に、遊技者側から見て所定の開口幅を有する矩形状
の入賞口が前記盤面に対して上下方向に複数段貫通形成された遊技機用入賞装置であって
、
　前記台板には、前記入賞口から入球した遊技球を各段毎に入賞球としてカウントした後
各段毎に集合・排出するための球処理ユニットが、各段の前記入賞口に対応させて積層状
に配置され、
　その各段の球処理ユニットは、
　前記入賞口を開閉して入賞の難易度を変化させる開閉扉と、
　その入賞口から入球して入賞検知された後の遊技球である自段入賞球をそのまま下方に
落下・排出させる第一排出口と、
　自段の球処理ユニットの直上に他の球処理ユニットが位置する場合に、その直上段ユニ
ットの第一排出口から落下・排出された遊技球である直上段入賞球を、前記自段入賞球と
は隔離された状態で、前記直上段ユニットの下方位置で受け止める受け止め部と、
　その受け止め部で受け止められた直上段入賞球を、前記直上段ユニットよりもさらに上
位に他の球処理ユニットが位置する場合に、その上位段ユニットで入賞した遊技球である
上位段入賞球とともに合流させて、前記第一排出口とは異なる位置で落下・排出させる第
二排出口と、
　前記直上段入賞球を前記受け止め部から前記第二排出口へ導く誘導通路と、
　を備え、
　前記各段の球処理ユニットは、上下に分割形成された一対のケース体を有するとともに
、
　前記第一排出口は下側のケース体のみに形成され、かつ、前記第二排出口は上下のケー
ス体を上下方向に貫通する形態で形成されていることを特徴とする。
【０００７】
　このように、各段の球処理ユニットにおいて、自段入賞球は第一排出口から落下・排出
され、上位段入賞球及び直上段入賞球は合流されて第二排出口から落下・排出される。つ
まり、自段入賞球と上位段入賞球及び直上段入賞球とは分離した状態で排出されるので、
自段の入賞球のカウントや上位段入賞球と直上段入賞球との合流（集合）を阻害すること
なく各段の球処理ユニットを構成することができる。したがって、遊技盤の盤面から後方
側への突出量が抑制され、また、各段の球処理ユニットを共用化することが可能となるの
で、複数段の入賞口を有する遊技機用入賞装置を小型・コンパクトに構成できる。
【０００８】
　このような遊技機用入賞装置において、第二排出口は、平面視で重なり合うように各段
の球処理ユニットを上下方向に貫通することにより単一の合流通路を構成し、その合流通
路を落下する上位段入賞球に対し、直上段入賞球が各段の球処理ユニットの誘導通路を通
り第二排出口にて合流することが望ましい。これによって、上位段入賞球は合流通路をス
トレートに流れることができ、球処理ユニットの多段化によって合計入賞球数が増えても
、上位段入賞球は直上段入賞球を順次加えながら合流通路を円滑に流下して排出される。
【０００９】
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　そこで各段の球処理ユニットが、上下に分割形成された一対のケース体を有するととも
に、第一排出口を下側のケース体のみに形成し、かつ、第二排出口を上下のケース体を上
下方向に貫通する形態で形成することができる。球処理ユニットを上下一対のケース体に
よって構成することにより、２つの排出口を分離配置する形で、上下のケース体をそれぞ
れ樹脂等による一体成形にて製造することも可能となり、球処理ユニットの生産性が向上
する。その際、予め各段の球処理ユニットを組み立てた後台板に固定する方法、各段の入
賞口に上下のケース体等を順次組み付けていく方法のいずれによってもよく、各段の組み
立て順序を問わずに実施できる。
【００１０】
　また、上下のケース体を重ね合わせて内部に閉鎖状空間を形成するとともに、受け止め
部と誘導通路とを上側のケース体に形成することによって、直上段入賞球の受け止めから
第二排出口への誘導、上位段入賞球との合流・集合が一層スムーズに行なえる。なお、内
部の閉鎖状空間には、開閉扉の駆動源（例えばソレノイド）や、自段入賞球の入賞検知手
段（例えば近接スイッチ）等を収納することもできる。また、球処理ユニットの閉鎖状空
間内に第一排出口を形成することもできる。
【００１１】
　さらに具体的に、上側のケース体の壁部を挟んで、その壁部の上面を受け止め部と誘導
通路とに形成し、その壁部の下側に第一排出口を配置すれば、各段の球処理ユニットを上
下方向に薄く形成でき、遊技機用入賞装置を一層小型化できる。
【００１２】
　そして、このような遊技機用入賞装置において、誘導通路を、受け止め部と第二排出口
とを結ぶ最短経路を迂回する形態で配置する場合には、誘導通路の総延長距離が長くなり
、受け止め部から第二排出口に向かう勾配（傾斜）を相対的になだらかに形成できる。こ
れにより、受け止め部を比較的低位に配置して、誘導通路上を移動する直上段入賞球の上
側ケース体（球処理ユニット）からの上方突出量を小さくし、他の球処理ユニットとの上
下方向隙間を小さくできるので、入賞装置をさらに小型化できる。
【００１３】
　また、少なくとも上から２段目以降の球処理ユニットに形成される第二排出口を、誘導
通路との合流位置において、遊技球が２個以上同時に通過可能な形状（例えば長孔状）で
上下方向に貫通形成する場合には、上位段入賞球と直上段入賞球とが第二排出口（合流通
路）で同時に合流（集合）することができる。上記と同様に、合流（集合）位置において
上位段入賞球と直上段入賞球とが衝突し反発し合うことを減少させ、いずれか一方又は両
方の入賞球に停滞や詰まりを生じるのを防止できる。
【００１４】
　さらに、各段の球処理ユニットは、第一排出口に配置されて自段入賞球を検知する入賞
検知手段と、開閉扉を開閉させるための駆動源と、その駆動源の駆動力を開閉扉に伝達す
るための伝動機構と、を備えることができる。これにより、入賞装置において、各球処理
ユニットでの入賞球の検知と、それに起因して賞球の払出しと各球処理ユニットの開閉扉
の開閉操作とがスムーズに行なえる。なお、このように各段の球処理ユニットは入賞検知
手段と駆動源と伝動機構とを備えているので、ユニット単独でも開閉扉の開閉操作が可能
であり、単独ユニット構成の従来型とも共用化が可能である。
【００１５】
　そして、各段の球処理ユニットに備えられた入賞検知手段及び駆動源と遊技機本体側と
の間の信号入出力、並びにその遊技機本体側からそれら入賞検知手段及び駆動源への電力
供給を行なうための中継基板を、各段の球処理ユニットの遊技者側とは反対の端部側（後
端部側）において複数の球処理ユニットに跨りかつ相互に連結する形態で装着することが
できる。このような中継基板によって、球処理ユニットの多段化により増加するリード線
の処理が容易となり、電気的配線を簡素化することができる。また、台板に対してそれぞ
れ片持ち状に突出する複数の球処理ユニットが、その後端部側において中継基板で相互に
連結されるので、台板及び球処理ユニットを枠状に強固に結合（連結・固定）することが
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できる。
【００１６】
　なお、このような遊技機用入賞装置を遊技盤の盤面に備えることによって、球処理ユニ
ットひいては遊技機の小型化・コンパクト化を図ることができる。
【００１７】
　その際、例えば、最上段の球処理ユニットは、当否抽選を開始するための始動入賞口へ
の入賞球を取り扱う始動入賞口球処理ユニットとして構成され、上から２段目以降の球処
理ユニットは、当否抽選の結果が大当たりのときに所定の時間と回数で繰り返し開放され
る大入賞口への入賞球を取り扱う大入賞口球処理ユニットとして構成される。このような
場合、始動入賞口球処理ユニットと複数の大入賞口球処理ユニットとが台板に一体構成さ
れるので、さらにコンパクトな入賞装置とすることができる。もちろん、複数の大入賞口
の同時開放と交互開放等、その開閉の態様は盤面上の遊技状態の変化に応じて適宜設定で
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
（実施例１）
　以下、図面を参照しながら発明の実施の形態について説明する。図８は本発明に係る遊
技機用入賞装置（以下、単に入賞装置ともいう）を取り付けた遊技機の一例を示す正面図
である。図８に示すパチンコ機１００（弾球遊技機；遊技機）の遊技盤１０１の盤面１０
１ａ（前面）には、レール１０３によって略円形状の遊技領域１０２が区画形成されてい
る。この遊技領域１０２の略中央部には、遊技中に行われる当否抽選の結果等を演出表示
及び確定表示するための液晶表示部１０４が設置されている。また、液晶表示部１０４直
下の遊技領域１０２には、本発明に係る入賞装置１が配置されている。
【００１９】
　この入賞装置１は、遊技盤１０１の盤面１０１ａに取り付けられる台板２に、正面側（
遊技者側）から見て所定の開口幅を有する矩形状の入賞口３ａ，３ｂが盤面１０１ａに対
して上下方向に複数段（例えば３段）貫通形成されている。具体的には、入賞により賞球
払出しが行われるとともに、当否抽選を開始させる始動入賞口３ａ（スタートチャッカ）
が最上段に配置されている。さらに、始動入賞口３ａの下方には、当否抽選結果が大当た
りのときに、所定の時間（例えば３０秒間）と回数（例えば１５回）で繰り返し開放され
て遊技球を入賞しやすくする大入賞口（アタッカ）３ｂが複数段（例えば２段）配置され
ている。
【００２０】
　さらに、台板２には、入賞口３ａ，３ｂから入球した遊技球を各段毎に入賞球としてカ
ウントした後各段毎に集合・排出するための球処理ユニット１０，２０が、各段の入賞口
３ａ，３ｂに対応させて積層状（例えば３層状）に配置されている。具体的には、最上段
の球処理ユニット１０は、始動入賞口３ａへの入賞球を取り扱う始動入賞口球処理ユニッ
トとして構成され、上から２段目と３段目の球処理ユニット２０，２０は、大入賞口３ｂ
，３ｂへの入賞球を取り扱う大入賞口球処理ユニットとして構成される。なお、台板２に
は、始動入賞口３ａの上方に位置して、近接スイッチ５（入賞検知手段；図７参照）によ
る入賞球の検知により賞球払出しが行われるとともに、当否抽選を開始させる他の始動入
賞口４も配置されている。
【００２１】
　したがって、図８に示すパチンコ機１００では、遊技球が始動入賞口３ａ又は始動入賞
口４に入賞すると当否抽選が開始され、当否抽選結果が大当たりのとき、大入賞口３ｂ，
３ｂが上記時間と回数で繰り返し開放される。
【００２２】
　図１は本発明に係る入賞装置の一例を示す平面図、正面図、側面図及び背面図、図２は
その主要部の背面図とそのＡ－Ａ断面図及びＢ－Ｂ断面図である。また、図３及び図４に
大入賞口球処理ユニット、図５及び図６に始動入賞口球処理ユニットを示す。図１～図４
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に示すように、大入賞口球処理ユニット２０は、３層の球処理ユニット１０，２０のうち
上から２層目と３層目に同じものが設けられ、ユニットの共用化が図られている。ここで
は、上から２層目の大入賞口球処理ユニット２０で代表して説明する。
【００２３】
　この大入賞口球処理ユニット２０は、大入賞口３ｂを開閉して入賞の難易度を変化させ
る開閉扉２１と、開閉扉２１を開閉するソレノイド２２（駆動源）と、自段入賞球（自段
の大入賞口３ｂへの入賞球）を検知する近接スイッチ２３（入賞検知手段）とを備えてい
る。また、大入賞口球処理ユニット２０は、上下に分割形成された一対のケース体２８，
２９を有し、両ケース体２８，２９の重ね合わせにより内部に閉鎖状空間が形成されてい
る。上記ソレノイド２２、近接スイッチ２３等は、この閉鎖状空間を利用して、下側ケー
ス体２８の内部に取り付けられている（図４参照）。
【００２４】
　図４に表わされるように、大入賞口球処理ユニット２０は、遊技者側から見て一方側（
例えば左側）に位置するとともに近接スイッチ２３を有する第一排出口２４と、第一排出
口２４の真上に位置する受け止め部２５と、遊技者側から見て他方側（例えば右側）に位
置する第二排出口２６と、受け止め部２５及び第二排出口２６を繋ぐ誘導通路２７と、を
備えている。このうち、第一排出口２４は、下側ケース体２８の底壁部に円形状に貫通形
成され、大入賞口３ｂから入球して近接スイッチ２３で入賞検知された入賞球（自段入賞
球）をそのまま下方に落下・排出させる。
【００２５】
　図２（ｂ）に示すように、受け止め部２５は、上側ケース体２９に断面円弧形状で庇状
に突出形成されている。受け止め部２５は、すぐ上の始動入賞口球処理ユニット１０（直
上段ユニット）の第一排出口１４から落下・排出された入賞球（直上段入賞球）を、自段
入賞球とは隔離された状態で、始動入賞口球処理ユニット１０の下方位置で受け止める。
【００２６】
　図２（ｃ）に示すように、第二排出口２６は、上下のケース体２８，２９を上下方向に
貫通する形態で長孔形状に形成されている（図３参照）。第二排出口２６は、受け止め部
２５で受け止められた直上段入賞球を、始動入賞口球処理ユニット１０よりもさらに上位
の始動入賞口４（最上位段ユニット）で入賞した入賞球（最上位段入賞球）とともに合流
させて、第一排出口２４とは異なる位置で落下・排出させる。図３に示すように、誘導通
路２７は、上側ケース体２９の底壁部として形成され、直上段入賞球を受け止め部２５か
ら第二排出口２６へ導く。
【００２７】
　図２（ｂ）に示すように、上側ケース体２９の庇状壁部を挟んで、庇状壁部の上面を受
け止め部２５と誘導通路２７とに形成し、庇状壁部の下側に第一排出口２４を配置してい
る。これら各部２５，２７，２４を庇状壁部の両側に配置しているので、大入賞口球処理
ユニット２０を上下方向に薄く形成できる。
【００２８】
　また、図３に示すように、誘導通路２７が、受け止め部２５と第二排出口２６とを結ぶ
最短直線経路を弓形状に迂回する形態で配置されているので、誘導通路２７の総延長距離
が長くなり、受け止め部２５から第二排出口２６に向かう勾配（傾斜）を相対的になだら
かに形成できる。これにより、受け止め部２５を比較的低位に配置して、誘導通路２７上
を移動する直上段入賞球の上側ケース体２９（大入賞口球処理ユニット２０）からの上方
突出量を小さくし、他の球処理ユニット１０，２０との上下方向隙間Ｓ（図２（ｂ）参照
）を小さくできる。その際に、庇状壁部を挟んで受け止め部２５の真下に位置する第一排
出口２４からの自段入賞球の排出を阻害しない。
【００２９】
　なお、図４において、下側ケース体２８の前部に支軸２１ａ周りに回動して開閉可能に
取り付けられる開閉扉２１はソレノイド２２のプランジャ２２ａの引き戻し動作によって
開放されるが、この動作を行なうために、プランジャ２２ａ（駆動源）は開閉第一リンク
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２２ｂ（伝動機構）、開閉第二リンク２２ｃ（伝動機構）を介して開閉扉２１に連結され
る。開閉第一リンク２２ｂは、軸部２２ｂ１と係合長孔２２ｂ２を有し、プランジャ２２
ａの先端が開閉第一リンク２２ｂの後部に連結される。
【００３０】
　また、開閉第二リンク２２ｃは、両側に突設した軸部２２ｃ１と開閉第一リンク２２ｂ
の係合凸部２２ｂ１が係合する係合凹部２２ｃ２と、開閉扉２１の係合部２１ｂと係合す
る係合凹部２２ｃ３を有している。開閉扉２１の係合部（図示せず）は開閉第二リンク２
２ｃの係合凹部２２ｃ３と係合した状態にあり、ソレノイド２２のプランジャ２２ａの引
き戻し動作により、開閉扉２１は外側に開く。
【００３１】
　図１，図２，図５及び図６に示す始動入賞口球処理ユニット１０は、始動入賞口３ａを
開閉して入賞の難易度を変化させる開閉扉１１と、開閉扉１を開閉するソレノイド１（駆
動源）と、自段入賞球（自段の始動入賞口３ａへの入賞球）を検知する近接スイッチ１３
（入賞検知手段）とを備えている。また、始動入賞口球処理ユニット１０は、上下に分割
形成された一対のケース体１８，１９を有し、両ケース体１８，１９の重ね合わせにより
内部に閉鎖状空間が形成されている。上記ソレノイド１２、近接スイッチ１３等は、この
閉鎖状空間を利用して、下側ケース体１８の内部に取り付けられている（図６参照）。
【００３２】
　図６に表わされるように、始動入賞口球処理ユニット１０は、遊技者側から見て一方側
（例えば左側）に位置するとともに近接スイッチ１３を有する第一排出口１４と、第一排
出口１４の真上に位置する受け止め部１５と、遊技者側から見て他方側（例えば右側）に
位置する第二排出口１６と、受け止め部１５及び第二排出口１６を繋ぐ誘導通路１７と、
を備えている。このうち、第一排出口１４は、下側ケース体１８の底壁部に円形状に貫通
形成され、始動入賞口３ａから入球して近接スイッチ１３で入賞検知された入賞球（自段
入賞球）をそのまま下方に落下・排出させる。
【００３３】
　図２（ｂ）に示すように、受け止め部１５は、上側ケース体１９に断面円弧形状で庇状
に突出形成されている。受け止め部１５は、すぐ上の始動入賞口４（最上位段ユニット）
の排出口６から落下・排出された入賞球（最上位段入賞球）を、自段入賞球とは隔離され
た状態で、始動入賞口４の下方位置で受け止める。
【００３４】
　図２（ｃ）に示すように、第二排出口１６は、上下のケース体１８，１９を上下方向に
貫通する形態で円形状に形成されている（図５参照）。第二排出口１６は、受け止め部１
５で受け止められた直上段入賞球を、第一排出口１４とは異なる位置で落下・排出させる
。図５に示すように、誘導通路１７は、上側ケース体１９の底壁部として形成され、直上
段入賞球を受け止め部１５から第二排出口１６へ導く。
【００３５】
　図２（ｂ）に示すように、上側ケース体１９の庇状壁部を挟んで、庇状壁部の上面を受
け止め部１５と誘導通路１７とに形成し、庇状壁部の下側に第一排出口１４を配置してい
る。これら各部１５，１７，１４を庇状壁部の両側に配置しているので、始動入賞口球処
理ユニット１０を上下方向に薄く形成できる。
【００３６】
　また、図５に示すように、誘導通路１７が、受け止め部１５と第二排出口１６とを結ぶ
最短直線経路を弓形状に迂回する形態で配置されているので、誘導通路１７の総延長距離
が長くなり、受け止め部１５から第二排出口１６に向かう勾配（傾斜）を相対的になだら
かに形成できる。これにより、受け止め部１５を比較的低位に配置して、誘導通路１７上
を移動する直上段入賞球の上側ケース体１９（始動入賞口球処理ユニット１０）からの上
方突出量を小さくし、他の球処理ユニット１０，２０との上下方向隙間Ｓ（図２（ｂ）参
照）を小さくできる。その際に、庇状壁部を挟んで受け止め部１５の真下に位置する第一
排出口１４からの自段入賞球の排出を阻害しない。
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【００３７】
　なお、図６において、下側ケース体１８の前部に支軸１１ａ周りに回動して開閉可能に
取り付けられる開閉扉１１はソレノイド１２のプランジャ１２ａの引き戻し動作によって
開放されるが、この動作を行なうために、プランジャ１２ａ（駆動源）は開閉第一リンク
１２ｂ（伝動機構）、開閉第二リンク１２ｃ（伝動機構）を介して開閉扉１１に連結され
る。開閉第一リンク１２ｂは、軸部１２ｂ１と係合長孔１２ｂ２を有し、プランジャ１２
ａの先端が開閉第一リンク１２ｂの後部に連結される。
【００３８】
　また、開閉第二リンク１２ｃは、両側に突設した軸部１２ｃ１と開閉第一リンク１２ｂ
の係合凸部１２ｂ１が係合する係合凹部１２ｃ２と、開閉扉１１の係合部１１ｂと係合す
る係合凹部１２ｃ３を有している。開閉扉１１の係合部（図示せず）は開閉第二リンク１
２ｃの係合凹部１２ｃ３と係合した状態にあり、ソレノイド１２のプランジャ１２ａの引
き戻し動作により、開閉扉１１は外側に開く。
【００３９】
　図２（ｃ）に戻り、各ユニット１０，２０，２０の第二排出口２６は、平面視で重なり
合うように全ユニット１０，２０，２０を上下方向に貫通形成されて、単一の合流通路３
０を構成している。そして、合流通路３０を落下する上位段入賞球に対し、直上段入賞球
が各段の球処理ユニット１０，２０，２０の誘導通路１７，２７，２７を通り第二排出口
１６，２６，２６にて合流する。これによって、第二排出口１６，２６，２６（合流通路
３０）を直線的に落下する上位段入賞球と、誘導通路１７，２７，２７を迂回する直上段
入賞球とをスムーズに合流（集合）させることができる。
【００４０】
　また、図３，図４に示すように、上から２段目以降の球処理ユニットである大入賞口球
処理ユニット２０，２０に形成される第二排出口２６，２６は、誘導通路２７，２７との
合流位置において、長孔形状で上下方向に貫通形成されている。大入賞口球処理ユニット
２０，２０の第二排出口２６，２６では、遊技球が２個以上同時に通過可能となり、合流
（集合）位置において停滞や詰まりを生じないようにしている。
【００４１】
　図７に示すように、入賞装置１は、１組の始動入賞口球処理ユニット１０と２組の大入
賞口球処理ユニット２０とを予め部分組み立てしておいて、各ユニット１０，２０を台板
２に順次組付ければよいので、生産効率がよい。また、その際、台板２への取り付け順に
ついては、試行等に基づいて最も効率のよい手順をあとから定めることができる。
【００４２】
　図２（ｂ）に示すように、これら３つのユニット１０，２０，２０相互間の上下方向隙
間Ｓが遊技球の直径Ｄよりも小となる（０＜Ｓ＜Ｄ）ように組み立てることにより、次の
ような効果が得られる。
（１）遊技球（入賞球）が合流通路３０や誘導通路１７，２７から外部へ跳ね出すのを防
止できる。
（２）誘導通路１７，２７上を移動する直上段入賞球の上部を各ユニット１０，２０，２
０から突出させることができるので、各ユニット１０，２０，２０の薄型化を図れる。
（３）各ユニット１０，２０，２０の台板２への組付け作業が楽に行なえる。
（４）各ユニット１０，２０，２０に内蔵するソレノイド１２，２２の発生熱に対する放
熱性が向上する。
【００４３】
　なお、図７のように、各ユニット１０，２０の台板２への取り付け後に、後端部側（遊
技者側とは反対の端部側）において、１組の始動入賞口球処理ユニット１０と２組の大入
賞口球処理ユニット２０とに跨りかつ相互に連結する形態で、第一の中継基板３１が装着
可能である。この第一の中継基板３１は、各ユニット１０，２０に備えられた近接スイッ
チ１３，２３及びソレノイド１２，２２と遊技機本体側との間の信号入出力、並びに遊技
機本体側から近接スイッチ１３，２３及びソレノイド１２，２２への電力供給を行なうた
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めに設けられている。
【００４４】
　また、これら３つのユニット１０，２０，２０に跨りかつ相互に連結する形態で、後端
部側において第二の中継基板３２も装着可能である。この第二の中継基板３２は、各ユニ
ット１０，２０に備えられた電飾装置７（図４，図６参照）と遊技機本体側との間の信号
入出力、及び遊技機本体側から電飾装置７への電力供給を行なうために設けられている。
【００４５】
　これらの中継基板３１，３２によって、球処理ユニット１０，２０の多段化により増加
するリード線の処理が容易となり、電気的配線を簡素化することができる。また、台板２
に対してそれぞれ片持ち状に突出する複数の球処理ユニット１０，２０，２０が、その後
端部側において中継基板３１，３２で相互に連結されるので、台板２及び球処理ユニット
１０，２０，２０を枠状に強固に結合（連結・固定）することができる。
【００４６】
　このように、自段入賞球と上位段入賞球及び直上段入賞球とは分離した状態で排出され
るので、自段の入賞球のカウントや上位段入賞球と直上段入賞球との合流（集合）を阻害
することなく各段の球処理ユニットを構成することができる。したがって、遊技盤１０１
の盤面１０１ａから後方側への突出量が抑制され、また、各段の球処理ユニット１０，２
０，２０を共用化することが可能となる。
【００４７】
（実施例２）
　図９，図１０に本発明に係る遊技機用入賞装置（以下、単に入賞装置ともいう）の他の
例を示す。ここに例示する入賞装置１’は、実施例１（図１～図８）に示す入賞装置１に
おいて、大入賞口球処理ユニット２０を２段（２組）から１段（１組）に減じたものに相
当する。具体的には、上下２段の入賞口３ａ，３ｂが貫通形成された台板２’を用い、中
継基板３１と電飾基板３２とをユニット数の減少に応じて中継基板３１’と電飾基板３２
’とに置き換える以外に主たる変更は加えていない。したがって、これらの台板２’，中
継基板３１’，電飾基板３２’を除き、実施例２の入賞装置１’は実施例１の入賞装置１
と部品を共用化できる。特に、球処理ユニット１０，２０についてはほぼ１００％の共用
化が達成できる。
【００４８】
　よって、実施例２（図９，図１０）において、実施例１（図１，図７）と共通する機能
を有する部分には同一符号を付して説明を省略する。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明に係る入賞装置の一例を示す平面図、正面図、側面図及び背面図。
【図２】図１の入賞装置の主要部背面図、そのＡ－Ａ断面図及びＢ－Ｂ断面図。
【図３】大入賞口球処理ユニットの斜視図、平面図及び正面図。
【図４】図３の大入賞口球処理ユニットの分解斜視図。
【図５】始動入賞口球処理ユニットの斜視図、平面図及び正面図。
【図６】図５の始動入賞口球処理ユニットの分解斜視図。
【図７】図１の入賞装置の組み立て状態を示す部分分解斜視図。
【図８】図１の入賞装置を取り付けた遊技機の一例を示す正面図。
【図９】本発明に係る入賞装置の他の例を示す平面図、正面図、側面図及び背面図。
【図１０】図９の入賞装置の組み立て状態を示す部分分解斜視図。
【符号の説明】
【００５０】
　１　　　　　入賞装置（遊技機用入賞装置）
　２　　　　　台板
　３ａ　　　　始動入賞口（入賞口）
　３ｂ　　　　大入賞口（入賞口）
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　１０　　　　始動入賞口球処理ユニット（球処理ユニット）
　１１　　　　開閉扉
　１２　　　　ソレノイド（駆動源）
　１２ｂ　　　開閉第一リンク（伝動機構）
　１２ｃ　　　開閉第二リンク（伝動機構）
　１３　　　　近接スイッチ（入賞検知手段）
　１４　　　　第一排出口
　１５　　　　受け止め部
　１６　　　　第二排出口
　１７　　　　誘導通路
　１８　　　　下側ケース体
　１９　　　　上側ケース体
　２０　　　　大入賞口球処理ユニット（球処理ユニット）
　２１　　　　開閉扉
　２２　　　　ソレノイド（駆動源）
　２２ｂ　　　開閉第一リンク（伝動機構）
　２２ｃ　　　開閉第二リンク（伝動機構）
　２３　　　　近接スイッチ（入賞検知手段）
　２４　　　　第一排出口
　２５　　　　受け止め部
　２６　　　　第二排出口
　２７　　　　誘導通路
　２８　　　　下側ケース体
　２９　　　　上側ケース体
　３０　　　　合流通路
　３１　　　　中継基板
　１００　　　パチンコ機（弾球遊技機；遊技機）
　１０１　　　遊技盤
　１０１ａ　　盤面
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【図７】 【図８】
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